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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年３月２５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２１年２月１８日０４時５５分ごろ、操縦者Ａが発見された。）

発生場所 不明（千葉県房総半島南岸沖 布良鼻灯台から南方４海里付近（概位 北緯

３４°５０.９′ 東経１３９°４９.４′）で操縦者Ａが発見された。） 

事故調査の経過 

 

平成２１年５月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務所）

ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第２９三
みつ

菱
びし

合
ごう

同
どう

丸、０.４トン（運搬船Ａの搭載船） 

ＣＢ３－８２７５９（漁船登録番号）、個人所有 

３.９９ｍ(Lr)×１.４６ｍ×０.６６ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関、漁船法馬力数３０、昭和６０年３月１４日 

乗組員等に関する情報 船長Ａ 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５１年７月１６日 

  免許証交付日 平成１８年４月１０日 

         （平成２４年３月２２日まで有効） 

漁労長Ａ 男性 ４１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成９年９月４日 

  免許証交付日 平成１９年３月１９日 

         （平成２４年９月３日まで有効） 

操縦者Ａ 男性 ７３歳 

操縦免許なし 

死傷者等 死亡 １人（操縦者Ａ） 

損傷 なし 

事故の経過 第２９三菱合同丸（以下「本船」という。）は、２そう引きによる中型ま

き網漁業に従事する目的で、平成２１年２月１８日００時４５分ごろ、運搬

船Ａに搭載され、運搬船Ｂ及び運搬船Ｃ並びに網船Ａ及び網船Ｂとともに千

葉県鴨川漁港を出港し、房総半島南岸沖の漁場に向かった。 

目的の漁場で魚群探索を行ってから、並走していた網船Ａ及び網船Ｂは、

０３時００分ごろ、布良鼻灯台から南方約４海里の場所で、それぞれ船尾か

ら網を投入しながら、網船Ａが反時計回りに、網船Ｂが時計回りに旋回し、

１回目の操業を開始した。 

本船は、運搬船Ａから下ろされ、本船の操縦者として運搬船Ａの機関長

（以下「操縦者Ａ」という。）が１人で乗船し、船首約０.２ｍ、船尾約
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０.４ｍの喫水をもって、付近で待機した。 

操縦者Ａは、網船Ａと網船Ｂが揚網中に近付かないように揚網する舷とは

反対側の舷を引くためのロープ（以下「こぎ綱」という。）を運搬船Ａから

網船Ｂに運んだ後、ジャージーの上下、合羽、ウインドブレーカー及び固体

式の救命胴衣を着用し、保護帽とゴム手袋を着け、揚網作業の加勢として網

船Ｂに移乗した。 

網船Ａで操業の指揮を執っていた漁労長Ａは、０４時４５分ごろ、揚網作

業を終えた。操縦者Ａが網船Ｂからふだんと同じ身のこなしで本船に乗り移

り、バッテリーを電源とする手持ち式ライトを点灯し、船外機の前に立ち、

右手で船外機のレバーを持った姿勢で操縦し、運搬船Ａに向かって航行する

のを見たので、運搬船Ａの船長Ａに対し「本船が戻ったよ。」と無線で連絡

した。 

船長Ａは、運搬船Ａを網船Ｂの方に４～５ｍ後進させて長さ約２５０ｍの

こぎ綱を緩め、網船Ｂがこぎ綱を放してから運搬船Ａの船尾にあるリールで

３０～５０ｍ巻き取ったころ、他の運搬船が搭載船を収容したとの無線連絡

を傍聴し、本船が戻らないので不安を覚え、投光器を照射して付近を捜した

ところ、網船Ｂ寄りのところで無人のまま旋回している本船を発見し、操縦

者Ａの姿がないことを漁労長Ａに報告した。 

漁労長Ａの指示を受けて各船が操縦者Ａを捜索中、０４時５５分ごろ、運

搬船Ｂは、救命胴衣の前側が開き、うつぶせ状態で口と鼻が海中に没した姿

勢で浮かんでいる操縦者Ａを本船の近くで発見した。 

操縦者Ａは、０５時００分ごろ心肺停止状態で運搬船Ａに引き上げられ、

０５時２０分ごろ千葉県白浜港に入港するまで乗組員の手で人工呼吸が施さ

れ、救急車で病院に搬送されたが、０６時４０分ごろ死亡が確認された。直

接の死因は溺水と検案された。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北寄り、風力 １、気温 約２℃ 

日出時刻 ０６時２４分 

海象：潮汐 上げ潮の末期、波浪 凪、海面水温 １５～１６℃ 

その他の情報 操縦者Ａは、４０年程前から本船団の乗組員となってまき網漁の経験が長

く、こぎ綱に接近することの危険性を漁労長等に教えるほどのベテランで、

２～３年前から本船の操縦に当たっていた。 

操縦者Ａの身体に外傷はなかった。 

 本船及び運搬船Ａに衝突痕や推進器翼の曲損はなかった。 

揚網終了後、搭載船が母船である運搬船に帰着するのに要する時間は１分

程度であり、これまで搭載船を操縦中に落水した者はいなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

なし 

死因は溺水であった。 

本船は、夜間、房総半島南岸沖の漁場において、

母船の運搬船Ａに向かって航行中、操縦者Ａが落水

したものと考えられる。 

操縦者Ａは、救命胴衣を着用していたものと考え

られる。 
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操縦者Ａは、落水した際、救命胴衣の前側が開い

ていたことから、口及び鼻が水没して溺水した可能

性があると考えられる。 

操縦者Ａが落水するに至った状況及び救命胴衣の

前が開いていた理由については、明らかにすること

ができなかった。 

原因 

 

本事故は、夜間、本船が房総半島南岸沖の漁場において、母船の運搬船Ａ

に向かって航行中、操縦者Ａが落水したため、発生したものと考えられる。

 




